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2EP －2 運動による体温変動　一直腸温と食道温の比較－

○平林由果’ 鈴木－乃’末

( ’金城学院大短大 冰. 累.愛知医科大）

食　　物

【目的】直腸温は，測定か容易であり，体温測定によく用いられる．しかし，直腸温は食道温や

鼓膜温に比べて変動が遅いと言われており，激しい運動時の急激な体温変動を反映することは

難しいと考えられる．そこで，運動時の直腸温と食道温の変動を同時に観察することにより，

体温指標としての直腸温と食道温の比較を行った.

【方法】被験者は，男子学生5 名で．半袖のＴシャツ．単パン，靴下，シューズを着用した．環

境温度32°C.相対湿度70% の人工気候室において，トレッドミル走行34分（60％Vojmax30

分，クールダウン４分）を行い.   15分間の回復をみた．運動中のみ被験者の前方より3in/sec

（クールダウン中は約i m/sec）の送風を行った．サーミスタ温度計を用いて食道温，直腸

温，8 箇所の皮膚温を，換気カプセル法により前腕の局所発汗量を連続測定した．実験は，各

被験者とも４回ずつ繰り返した.

【結果】食道温は運動開始直後，体温の初期降下がみられ, 5 ～ia分にかけて急激に上昇した．

それに比べ，直腸温は緩やかに上昇した．運動による体温上昇は直腸温が1.64°C.食道温か

1.78°Cで食道温の方が上昇が大きく，有意な差が認められた．回復期15分間の降下度も，直腸

温か0.32t. 食道温が0.92°Cとかなりの差がみられ，直腸温の変動は食道温に比べ緩やかで遅

いことが確かめられた．直腸温と食道温をそれぞれ用いて算出した平均体温と局所発汗量の相

関をみると食道温を用いた方が相関が高かった．以上の結果より，体温調節反応の１つである

発汗調節の温度入力指標としては直腸温に比べて食道温の方が優れていると考えられる．

2EP －3 若い女性を対象にした食物アレルギーに関する調査

○矢後文子　降旗明子 神山恵美子 安川知穂　 伏妻女大）

[目的]

近年、薬による副作用が問題視され、食物による身体への自然な効力が見直されてい

るが、時にはその食物によっても、身体は障害を受けることがある。そのひとつが、本

来有用なはずの免疫反応が自分自身を攻撃するアレルギーであり、原因物質が食物であ

る場合を食物アレルギーと呼ぶ。今回、若い女性の中にどのくらい食物によるアレルギ

ー様反応を経験した者がいるか調査した。

[方法]

平成８年６月上旬、大妻女子大学家政学部および短期大学部の学生ら3  2 8 名に、食

物アレルギーに関する原因食物、症状、経過などについてアンヶ－トを行った。

[結果]

アンヶ一卜は3  1 1 名から回収し、回収率は９ 2. 8 % であった。食物摂取後何らか

の違和感を感じたことのある人は8  3 名(2 6. 7  ％) で、原因食品としては、果物、

魚介類、鶏卵、獣鳥肉類、穀類などが多 かった。果物の中では、パイナップル、キウイ

フルーツ、メロンなどで、症状は、口唇周辺や口腔内の掻岸感などであった。魚介類、

鶏卵、獣鳥肉類、穀類などによる症状は、皮膚症状が３ ０分から数時間以内に現れるこ

とが多 かった。また、両親が共にアレルギーであると答えた者は、片親がアレルギーで

ある者より、食物によるアレルギー様反応を経験した者が多かった。
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